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畜産担い手育成支援事業

　概 要　
　畜産担い手育成支援事業は、畜産コンサルの
受診者を対象に経営課題を解決するためのより
手厚いサポートとして情報収集のための各種研
修会参加や、専門家の招聘を支援する協会独自
事業です。
　今回この事業を活用して、全国で酪農ヘルパ
ーとして多くの牧場のサポートに携わるushi 
to hito 菊地純子さんをお招きし、実際の農場
作業に立ち会って作業負担の改善点を模索した
ので、その取り組みを紹介します。

・ushi to hito 菊地純子さんのご紹介
　フリーランスの酪農ヘルパーとして全国の牧場を見てきた経験を活かし、「動物と人にやさしい畜
産」を目指して牧場改善・人材育成のサポートに携わっています。
　全酪新報「快適な飼養環境　牛も人も幸せに」のコーナーや、Instagramでも「牧場お役立ち情報」
のアカウント名で積極的に情報発信しています。

　取り組みの内容　
　今回取り組みに協力いただいたのは新発田地域の酪農
経営２戸です。
　まずは６月19、20日の２日間にわたり、朝および夕作
業の開始から終了まで菊地さんが立会い、各々の作業の
中に改善点が無いかの検討を行いました。
　ここで観察・聞き取りした内容をもとにWebで検討会を行い、後日８月４日～６日に再度現地にお
招きして、改善に取り組んだ効果を確認しました。

・菊地さんに作成いただいたスライドの一部
　牛舎の構造に合わせて移動経路が最短とな
る飼槽清掃の手順と、それに合わせた道具の
配置を提案されています。
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　取り組み共有の研修会を開催　
　改善効果確認の日程に合わせた８月５日、作業改善に関する取り組みを地域で共有するため、北新潟
酪農部会と共催して牛舎作業省力化研修会を開催しました。
　牧草作業等と重なる時期だったこともあり、参加戸数は３戸と小規模な開催となりましたが、参加者
間でもお互いの牛舎構造をもとに作業改善の提案がなされるなど、意見交換の活発な研修会となりまし
た。
　研修会の中で、菊地さんが紹介された作業省力化を考えるときの５つのポイントが非常に参考になる
ものでした。

作業省力化を考えるときのポイント
　・　牛の自然な行動にともなっているか？（牛への思いやり）
　　　　⇒　�給餌・ベッドメイキング等、牛の行動にもとづいて作業体系を構築することで

結果として作業削減につながる。
　・　行ったり来たりしていないか？
　　　　⇒　最短（一筆書き）の作業動線、道具の配置
　・　道具はこれがベストか？
　　　　⇒　もっと楽に作業できる道具は無いかの情報収集
　・　移動するときにやれる仕事がないか？
　　　　⇒　牛体観察・除糞・カウトレーナーや鉱塩のチェック
　・　女性や体を痛めている人に負荷がかかっていないか？
　　　　⇒　作業従事者の体力差を常に意識して、作業配分と道具・内容の見直しを行う。

　取り組みの効果　
　今回の取り組みを受けて協力いただいた経営の奥様から、さっそく飼槽清掃に係る作業時間が30分短
縮できたという声をいただきました。朝晩２回で１時間の作業短縮です。
　日々の作業については負担に感じるものがあっても、どういった指針で省力化に取り組めばよいのか、
方向性が見えないことも多いのではないかと思います。
　畜産コンサルでは今後も、経営に関する様々な悩みを解決するためのヒントを様々な方法で探すお手
伝いに取り組んでいきますので、お悩みの方はぜひ受診を検討いただけたらと思います。

畜産経営セミナーを開催します！（麻布大学　江口祐輔教授）
　近年、獣害が増加傾向にあり、畜産経営においては飼料廃棄等による生産コストや疾病発生リ

スクの増加が懸念されることから、12月９日（火）にJA全農にいがたにて、麻布大学の 江口 

祐輔 教授をお招きし、獣害対策を学ぶセミナーを開催します。畜産のみならず、獣害に悩む農

業関係者の方々に参考としていただきたく、ぜひ皆様ご参加ください。

� （ご興味のある方は、当協会業務課までお問い合わせください。）
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家畜防疫・衛生指導対策事業家畜防疫・衛生指導対策事業
HPAI 全県防疫訓練を共催しました！HPAI 全県防疫訓練を共催しました！

　当協会では家畜伝染病の発生予防・まん延防

止を確実かつ効率的なものとして地域の自衛防

疫体制の構築・強化・維持を図るために、平成

25年から（公財）全国競馬・畜産振興会の助成

を受けて、防疫演習を開催しています。

　今年度は９月10日、新発田市生涯学習センタ

ーで新潟県との共催により、高病原性鳥インフ

ルエンザ等全県防疫訓練を開催しました。

　今年度の防疫訓練は同施設の講堂を活用し、

映像と実技のデモ実演による形式での開催とな

りました。

　演習では防護服着脱などのガイダンスに加え

て、実際に当県で発生のあった鳥インフルエン

ザおよび豚熱の防疫対応の映像が利用され、わ

かりやすく、緊迫感のある内容となりました。

家畜防疫互助基金（豚基金）生産者積立金の追加納付について

・豚基金（生産者積立金）の追加納付（60％）決定
　令和６年度から令和８年度の３か年事業として積立てした標記基金について、令和６年
度・７年度の豚熱発生により、契約期間１年６か月を残した現在、発生農場への経営再開
交付金による取り崩し見込み額が当初積立金の67.2％に達しています。
（令和７年10月２日現在）
　つきましては、今後の発生に備え、豚基金加入者の皆様へ令和６年当初積立額の60％の
金額で追加納付を依頼することになりました。
　現在、事務委託先等を通じて11月20日を期限に追加納付の応諾確認をしています。
　いただいた回答をもとに12月26日までに令和８年２月28日を納付期限として追加納付請
求書を送付いたしますので、よろしくお願いします。
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　10月２日（木）から３日（金）に、日本最大級の農業・畜産の展示会「第15回農業WEEK（J-AGRI 
TOKYO）」を訪問し、畜産や農業に関係する機械や資材などについて情報収集を行いました。
　農業WEEKは開催期間の３日間で600社以上が出展し、来場者数は延べ3.6万人にもなる大規模なイベントです。
出展者も展示内容も様々で、農業資材からIT等の最新技術まで、多種多様のブースや展示があり、とても参考
になりました。

にいがた畜産女子会　活動紹介にいがた畜産女子会　活動紹介
「畜産関係の機械・資材を学ぶ」県外研修＆山古志伝統文化勉強会を実施しました！「畜産関係の機械・資材を学ぶ」県外研修＆山古志伝統文化勉強会を実施しました！

　また、10月12日（日）には、長岡市山古志の山古志闘牛場にて、山古志伝統文化勉強会を開催し、国指定重要
無形民俗文化財である「牛の角突き」を通して、伝統的な家畜と人との関わり合いを学びました。今回は女子会
会長 関 裕子さんのおはからいで角突き解説者の松田 淳さんや山古志角突き女子部の五十嵐 明子 部長から角突
きについてご説明いただき、目の前で大迫力の牛同士の戦いを見学して、とても充実した勉強会となりました。

数・種類ともに、とても多くの出展ブースがあり

ました。

皆さんといろいろなブースを回りました！

突きについてお話しいただいた松田さん（写真左 中央）と

� 五十嵐部長（写真右 右側）

山古志の角突きの特徴である引き分け

会員のご家族も一緒に、楽しく学べま

した！

今回は女子会会長である関裕子さんに

お世話になりました。
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第23回協同組合まつりに参加しました‼第23回協同組合まつりに参加しました‼
　10月5日（日）新潟市産業振興センター（新潟市中央区鐘木）で第23回協同組合まつり（主催：
新潟県協同組合間提携推進協議会）が開催されました。
　当日は小雨交じりの天気でしたが、多くのお客様にご来場いただきました。

　当協会のブースでは、「新潟県産畜産物が当たる！キャンペーン」と題し、アンケート回答者の
中から抽選で200名様に「にいがた和牛」などの県産畜産物が当たるキャンペーンを行うとともに、
アンケートに回答していただいた方、先着400名様に県産畜産物加工品（「にいがた和牛レトルト
カレー」、「やすだ愛情牛乳ミルクカステラ」）を配布しました。

　また、動物パズルコーナーでは、動物パズ
ルの他に、牛や豚などの動物のぬいぐるみを
設置したほか、にいがた和牛公式キャラクタ
ー「ニーモ」のステッカーを配布し、お子様
方に楽しんでいただきました。

　当協会ではこれからもこのようなイベントを
通じ、県内消費者の皆さまに地域の畜産を持続
的に維持するための畜産物の生産方法や、生産
された畜産物について、理解や認識を深めてい
ただく普及啓発に努めていきたいと思います。

「新潟県産畜産物が当たる！キャンペーン」では県内の畜産や畜産物をPRしました。「新潟県産畜産物が当たる！キャンペーン」では県内の畜産や畜産物をPRしました。

動物パズルコーナーの様子動物パズルコーナーの様子

にいがた和牛の食品サンプルを展示しました。にいがた和牛の食品サンプルを展示しました。
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　全農新潟県本部主催の令和７年度新潟県子牛共進
会が９月26日に新潟県中央家畜市場で開催されまし
た。今年度は雌牛７頭と去勢牛11頭の合計18頭が出
品され、中越家畜保健衛生所の佐藤所長ら４名が審
査を行いました。
　受賞者は次のとおりで、当協会から最優秀賞受賞
者に賞状と副賞を授与しました。

【子牛共進会結果】

区  分 部  門 名    号 所    属 生産者

最優秀賞
雌の部 てるはな４の8 新潟かがやき 渡辺俊行

去勢の部 忠久鶴 魚沼 阿部吉克

優秀賞
１席 福24 えちご上越 水澤洸大

２席 なぎさ２ 魚沼 阿部吉克

　また、続いて開催された素牛市場では、平均価格
（税抜）は雌牛で516,027円、去勢牛で630,125円と
なりました。全体では、前回と比べて27,575円高の
560,752円でした。

令和７年度新潟県子牛共進会 にいがた和牛消費拡大にいがた和牛消費拡大
キャンペーンを実施します！キャンペーンを実施します！

　にいがた和牛推進協議会（事務局：畜産協会）は、

物価高等の影響により厳しい情勢にある和牛肉の消

費を支援するため、『にいがた和牛を食べると新潟

米「新之助」が当たる！にいがたの「ぜいたく」を

味わおう！キャンペーン』を実施します。

　このキャンペーンは、「にいがた和牛」精肉等の

購入者や、「にいがた和牛」料理の飲食者を対象に、

県を代表する高級米「新之助」５kg相当が抽選で

100名に当たるもので、応募期間は令和７年11月１

日から令和８年１月９日までとなっています。

　おいしい新潟米が当たるチャンスですので、ぜひ

「にいがた和牛」をご賞味いただき、キャンペーン

にご参加ください。

キャンペーンの詳細はこちら

最優秀賞（去勢の部）　褒賞贈呈の様子最優秀賞（去勢の部）　褒賞贈呈の様子
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畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより畜産安心ブランド生産農場だより

経営指導従事者研修（演習編）経営指導従事者研修（演習編）
～研修講師参加レポート～～研修講師参加レポート～

ワークセンターにしうみ　
　「にいがた地鶏」は平成16年に新潟畜産試験セン
ターが開発。翌、平成17年に障害者支援施設メモリ
アルホールみずほが（公社）新潟県畜産協会畜産安心
ブランド生産農場の認定を受け生産を開始しました。
　平成22年に就労継続B型、就労移行支援事業のワ
ークセンターにしうみが開設した際、障害者の就職
活動の一環として養鶏事業も同施設で行う事になり
通算20年余り継続して生産しております。
　鶏舎については１羽あたり10ｍ²以上のスペース
を確保し平飼い、飼料には農協が推奨するトウモロ
コシ（遺伝子組み換えなし）の配合飼料の給餌と新
潟県産コシヒカリの給餌が義務づけられています。
　クリーンチキン農場に認定され鶏舎の清掃を毎日
午前午後の２回行っています。その清掃や給餌、水
やりも職業訓練の一環として、一生懸命ご利用者が
行っています。
　当鶏舎の工夫として令和３年より乳酸菌をエサに
混ぜることにより腸内環境が良くなり免疫力が向上
した鶏となっています。排せつされた糞も乳酸菌が
含まれることで匂い軽減、雑菌などの繁殖も抑え敷
料も衛生に保つことができています。月に１度、液
体の乳酸菌も撒くことで出荷後のたい肥もハエが、
ほぼ０の状態でツンとした匂いも無くなりました。
たい肥も同施設内にある畑に入れて野菜作りも行っ
ていますが、土壌改良され地力も上がり野菜の収穫
量も年々増えてきています。
　また、にいがた地鶏は生産地がわかるよう愛称を
付けられますが、行政を通し一般公募をおこないま
した。糸魚川市で生産したにいがた地鶏には、日本
の国石である翡翠の原産地である事から翡翠の翠と
鶏を合わせ糸魚川にいがた地鶏「翠鶏（みどり）」
と命名されました。
　昨今の物価高騰で飼料や光熱水費、燃料代、輸送
経費などすべて上がり苦しい状況が続いています。
目標として市内、県内、全国の方々にもっとにいが
た地鶏「翠鶏（みどり）」を知ってもらい価値を深
めていきたいと思います。
　安心安全な生産を心がけ今後もご利用者と共に
「ジューシー、ヘルシー、おいしい」をキャッチフ
レーズに頑張っていきますので応援よろしくお願い
します。

　９月９日～12日に北海道札幌市にて公益社団法人
中央畜産会が主催する経営指導従事者研修（演習
編）が開催されました。
　この研修会は、畜産会組織の職員を対象に経営支
援活動（コンサル）を行うために必要な経営実績を
まとめるロジックや、数値の算出根拠の理解を図る
ことを目的としたものであり、全国から12名の受講
がありました。
　当協会の谷川業務課長が講師４名のうちの１名と
して参加し、初日にコンサル実例の経営概況、技術
数値、経営数値等を紹介するとともに、３日目には
コンサル調査表の内容として、労働時間と配分、飼
料の生産・利用、飼料の調達、諸経費の把握、経営
成果の把握と分析方法について、専門用語の説明や
生産原価・損益計算書のロジック等を解説しました。
　最終日には、初日に紹介したコンサル実例につい
て受講者がグループワークを行い、経営の良好な点、
課題点を取りまとめてグループ発表し、その発表内
容に対する講評を行いました。
　各受講者は概ね良好な点や課題点を的確に把握し
ており、逆に講師が気付かない視点で課題を指摘す
ることもあったので、講師自身の成長にもつながる
有意義な研修でありました。

　今回、菊地さんの経営改善の取り組みに同
席して、農家さんの作業始めから終わりまで
同席する貴重な時間をいただきました。
　菊地さんの後ろについて牛舎を回りながら
痛感していたのは、牛舎の一つ一つの設備や
道具を、いかに今まで漫然と見ていたのかと
いうこと。百聞は一見に如かずと言いますが、
見るのと実際にやってみるのもまた大違いで
すね。
　今回の貴重な経験を糧にして、これからも
コンサルの充実に取り組んでいこうと思いま
す。
　菊地さん、協力してくださ
ったお二方、あらためてあり
がとうございました。

編
集
後
記


